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市長より議会へ

行政報告行政報告行政報告
10月定例会

　平成22年第7回香美市議会10月定例会が10月4日に開会されまし
た。定例会初日には議長・各特別委員長の報告、また門 市長より各
課関連の行政報告がありました。行政報告から抜粋して掲載します。

　

八
月
十
日
、
物
部
川
流

域
ブ
ロ
ッ
ク
広
域
行
政
検

討
協
議
会
か
ら
構
成
三
市

の
市
長
に
対
し
て
住
基
関

連
シ
ス
テ
ム
共
同
利
用
に

関
す
る
調
査
報
告
が
あ
り
、

協
議
の
結
果
、
共
同
利
用

を
決
定
し
た
。

　

今
後
、
年
度
内
に
事
業

者
を
選
定
し
、
平
成
二
十

四
年
一
月
の
稼
動
へ
向
け

作
業
を
進
め
る
。

　

八
月
二
十
八
日
〜
二
十

九
日
に
姉
妹
都
市
の
福
井

県
あ
わ
ら
市
で
開
催
さ
れ

た
「
第
十
回
あ
わ
ら
北
潟

湖
（
き
た
か
た
こ
）
畔
観

月
の
夕
べ 

」へ
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
香
美
市
物
産

店
を
出
店
し
、
地
場
産
品

を
販
売
す
る
と
と
も
に
、

あ
わ
ら
温
泉
バ
ス
ツ
ア
ー

を
行
い
、
あ
わ
ら
市
民
の

み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
は

か
っ
た
。

　

八
月
三
日
に
香
美
市
役

所
に
お
い
て
、
県
主
体
の

検
討
会
議
「
旧
大
栃
高
等

学
校
の
施
設
利
用
検
討
会

」
の
、
第
一
回
検
討
会
が

開
催
さ
れ
た
。

 

こ
の
検
討
会
は
、
高
知

県
教
育
委
員
会
事
務
局
の

東
教
育
次
長
を
会
長
に
、

県
か
ら
五
名
、
市
か
ら
四

名
の
計
九
名
の
委
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　

協
議
の
結
果
、
施
設
を

雇
用
に
つ
な
が
る
産
業
の

拠
点
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
施
設
利
用

の
公
募
の
準
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

　

九
月
六
日
、
各
課
推
薦

の
職
員
十
三
名
が
出
席
し
、

産
業
振
興
条
例
の
必
要
性

に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る

「
第
一
回
産
業
振
興
条
例

策
定
に
関
す
る
調
査
研
究

検
討
会
」
を
開
催
し
た
。

結
果
、
三
つ
の
専
門
委
員

会
（
　

他
自
治
体
の
ア

ン
ケ
ー
ト　

　

香
美
市

産
業
の
現
状
分
析　

　

条
例
の
洗
い
出
し
）
を
設

置
し
、
調
査
研
究
し
た
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
長
に

平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で

に
報
告
を
す
る
こ
と
な
ど

を
決
定
し
た
。

　

建
設
本
体
工
事
は
、
現

在
、
屋
上
階
の
塔
屋
（
と

う
や
）
及
び
議
場
の
屋
根

を
施
工
し
て
お
り
、
九
月

末
時
点
の
進
捗
率
は
、
約

四
二
％
で
あ
り
、
屋
根
の

完
成
後
は
、
電
気
工
事
、

機
械
設
備
工
事
が
本
格
化

す
る
。

　

一
方
、
Ｉ
Ｔ
の
設
計
・

施
工
も
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
十
月
か
ら
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
主
要
部
分
で
あ

る
、
サ
ー
バ
ー
の
構
築
が

始
ま
る
。

住
基
関
連
シ
ス
テ
ム

三
市
共
同
利
用

産
業
振
興
条
例

検
討
会

新
庁
舎
建
設
の

進
捗
状
況

姉
妹
都
市
あ
わ
ら
市

へ
の
訪
問
交
流

旧
大
栃
高
校
の

施
設
利
用
検
討
会
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平
成
二
十
二
年
九
月
一

日
現
在
、
香
美
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
百
歳
以
上
の

高
齢
者
は
二
十
三
名
で
、

所
在
に
つ
い
て
は
福
祉
事

務
所
に
よ
り
確
認
済
み
で

あ
る
。

　

ま
た
、
香
美
市
に
本
籍

が
あ
り
住
所
不
明
の
百
歳

以
上
の
高
齢
者
は
百
二
十

八
名
で
あ
る
が
、
そ
の
内

の
四
十
二
名
に
つ
い
て
、

法
務
局
の
許
可
を
得
て
戸

籍
に
高
齢
者
消
除
の
記
載

を
行
っ
た
。

　

介
護
保
険
事
業
者
等
の

公
募
を
行
い
、
一
事
業
者

か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

　

事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
申
請
内
容
に
つ
い
て
、

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
適

正
な
事
業
者
で
あ
る
と
決

定
し
た
。

　

施
設
を
整
備
す
る
予
定

地
は
、
造
成
工
事
の
必
要

が
あ
る
の
で
、
用
地
造
成

工
事
費
等
の
補
正
予
算
を

今
回
、
提
案
し
て
い
る
。

　

物
部
川
流
域
の
市
町
村

で
三
〇
〇

リ
ッ
ト
ル
の

重
油
使
用
量
を
削
減
す
る

目
的
で
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進

事
業
を
利
用
し
た
、
農
業

用
ハ
ウ
ス
の
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
設
置
を
Ｊ
Ａ
土
佐

香
美
と
共
に
呼
び
か
け
、

香
美
市
内
で
五
人
が
応
募

し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
高
知

県
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特

例
基
金
事
業
は
、
緊
急
・

重
点
分
野
・
地
域
人
材
育

成
事
業
で
、
十
四
事
業
で

四
十
三
人
が
新
規
雇
用
さ

れ
て
い
る
。

　

道
路
改
良
工
事
で
は
、

市
道
有
谷
線
・
猪
野
々
西

線
を
発
注
、
後
入
線
は
発

注
準
備
中
で
、
市
道
船
谷

幹
線
の
測
量
委
託
は
発
注

し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
九
月
十
七
日
ま
で

の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

状
況
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
数

及
び
被
害
防
止
柵
の
設
置

状
況
は
表
の
と
お
り
で
あ

り
、
被
害
件
数
、
捕
獲
数

は
昨
年
同
期
と
比
較
す
る

と
若
干
減
少
し
て
い
る
。

防
止
柵
の
設
置
延
長
は
伸

び
て
い
る
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、

十
月
一
日
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
低
所
得
者
に
対
す

る
費
用
助
成
措
置
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
実
施
す

る
。

　

香
美
市
保
育
・
幼
稚
園

・
小
学
校
・
中
学
校
の
合

同
研
修
会
を
開
催
し
、
特

別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
、
実
践
発
表
や
意
見

交
換
と
講
演
を
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
各
教
育
現
場

の
連
携
教
育
を
よ
り
一
層

に
推
進
す
る
。

　

香
美
市
体
育
大
会
・
香

美
市
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

九
月
二
十
六
日
の
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
皮
切
り
に

十
月
か
ら
十
二
月
の
間
の

土
曜
日
、
日
曜
日
に
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
香
美
市
体
育
指

導
委
員
会
と
香
美
市
教
育

委
員
会
が
主
催
す
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
十
一
月
十

三
日
に
開
催
予
定
で
あ
る
。

 
被害状況

被害件数（件）

49（51） 6.34（7.61） 22,632（25,158）

被害面積（ha） 被害金額（千円）

（数値）は昨年度

捕獲数

ニホンジカ（頭）

425（508） 6（9） 7（8）

サル（頭） カラス（羽）

（数値）は昨年度

被害防止柵

電気牧柵（m）

4,200（3,900） 4,500（4,200）

ネット牧柵（m）

（数値）は昨年度

百
歳
以
上
の
高
齢
者
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策


